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機能の概要と変更履歴

要約データ

• P-GW

• SAEGW

該当製品または機能エリア

ASR 5500該当プラットフォーム

• eMPSセッションの GTPおよび Gxの優先順
位付け：無効 -設定が必要

• DRMP AVPの解析：有効 -常時オン

機能のデフォルト

N/Aこのリリースでの関連する変更点

• Command Line Interface Reference

• P-GW Administration Guide

• SAEGW Administration Guide

関連資料
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マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

21.3最初の導入。

機能説明
National Security/Emergency Preparedness（NS/EP）NextGenerationNetwork（NGN）Priority Services
（NGN-PS）（旧称 NGN Government Emergency Telecommunications Service（GETS））とは、
パブリックパケット交換サービスプロバイダーから利用可能なサービスに基づく一連の音声、

動画、およびデータのサービスであり、National Security and Emergency Preparedness（NS/EP）
の通信をサポートする優先処理を提供します。サービスプロバイダーとは、GETS（レガシー
GETSを含む）、ワイヤレスプライオリティサービス（WPS）、または NS/EP NGNプライオ
リティサービス（NS/EPNGN-PS）を提供することがNCSによって許可されている公衆電気通
信サービスプロバイダーです。NS/EPNGN-PSは、サービスユーザーのNS/EP通信に関する優
先処理を提供するものであり、サービスプロバイダーのネットワークで、輻輳を原因とする障

害が発生したり、自然災害（洪水、地震、ハリケーンなど）による損傷が発生したり、人為的

な災害（物理攻撃、サイバー攻撃、または他の形態のテロ攻撃など）が発生したりした場合に

必要です。

この機能を使用すると、ネットワークでの NS/EP NGNプライオリティサービスのサポートが
追加されます。これにより、P-GWノードはまず、（設定された Enhanced Multimedia Priority
Service（eMPS）により進化した割り当ておよび保持プライオリティ（eARP）に基づいて）
eMPSベアラーまたはセッションを識別し、その後にネットワーク上の GTPおよび Gxシグナ
リングを優先処理します。

eMPSプロファイルの設定（eMPSベアラーまたはセッションとしてベアラーまたはセッショ
ンを識別するために使用される eMPSARPの設定）、および eMPS統計に関連する補足情報に
ついては、『P-GW Administration Guide』または『SAEGW Administration Guide』の「VoLTE/緊

急コールの拡張優先順位付け」の章を参照してください。

重要

GTPおよび Gxシグナリングの優先順位付け

1. eMPSセッションにおけるGTPシグナリングの優先順位付けは、次のことを意味します。

•負荷および過負荷制御により、eMPSセッションのGTP制御トラフィックがスロット
リングから除外されます（負荷および過負荷制御に関する補足情報については、『P-GW

Administration Guide』または『SAEGW Administration Guide』の「P-GW、SAEGW、お

よび S-GWでの 3GPP R12 GTP-C負荷および過負荷制御のサポート」の章を参照して
ください）。

2. eMPSセッションにおける Gxシグナリングの優先順位付けは、次のことを意味します。
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eMPSセッションの Gxトラフィックが発信 RLFスロットリングから除外されます
（RLFスロットリングは Gx発信メッセージにのみ適用されます）。

•

• eMPSセッションの Gxトラフィックが最大未処理キューの判定から除外されます。

RARメッセージからの DRMP AVPの解析

Gxインターフェイスでの RARメッセージからの DRMP AVPを解析するためのサポートも拡
張されています。また、DRMP値が 0として受信された場合は、対応する応答（RAA）メッ
セージが優先されます。つまり、Gx RLFスロットリングおよび最大未処理キューの判定から
は除外されます。

他の機能との関係

この機能は、eMPSプロファイル、負荷/過負荷制御、Gx RLFスロットリング、および最大未
処理設定機能に関連しています。これらの機能のうち、1つ以上を使用するには、追加のライ
センスキーをインストールする必要があります。

機能の仕組み
この機能の動作の概要を以下で説明します。

•新しく導入された CLIコマンド diameter session-prioritizationは、eMPSセッションの Gx
シグナリングの優先順位付けを有効または無効にするために使用します。このCLIコマン
ドは、ims-authorizationサービスの policy-control設定にあり、以下の動作のために必要と
なります。

• eMPSセッションの Gxトラフィックを RLFスロットリングから除外する。

• eMPSセッションの Gxトラフィックを最大未処理キューの判定から除外する。

次の Gxシグナリングは、RLFスロットリングおよび最大未処理キューの判定から除外さ
れます。

• eMPSセッションのすべての Gxシグナリング。

• eMPSアップグレード/ダウングレード切り替えに関連する Gxシグナリング。これに
はアクセステクノロジー間ハンドオーバーも含まれます。

• eMPSアップグレードの失敗（アクセス側からの UBRsp/CBRspの失敗）の一部とし
て開始される Gxシグナリング。

• RARからの DRMP AVPを解析し、DRMP値が 0として受信した場合、対応する RAAを
優先させるサポートが追加されました。この動作はデフォルトで有効になっており、eMPS
セッションと非 eMPSセッションの両方に適用でき、diameter session-prioritizationCLIコマ
ンドとは無関係です。
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• GTP負荷過負荷スロットリングの動作：Cisco P-GWは、自己過負荷シナリオとピア過負
荷シナリオの両方で GTP負荷過負荷スロットリングをサポートしています。ただし、こ
れらの条件下でも、eMPSセッションのGTPシグナリングはスロットリングから除外する
必要があります。この優先順位付けを機能させるには、eMPSプロファイルで設定されて
いるすべての eARP値を、負荷過負荷プロファイル構成で（自己過負荷とピア過負荷の両
方について）設定する必要があります。負荷過負荷プロファイル構成（自己過負荷および

ピア過負荷）で設定された追加の eARP値については、自己過負荷とピア過負荷の従来の
動作が続行されます。

eMPSプロファイル構成で設定された eARP値に変更がある場合：

1. 既存のセッションの場合：

1. そのセッションの既存のベアラーの eARP値に変更がある場合、またはそのセッ
ションのベアラーの作成時に、eMPSアップグレード/ダウングレード切り替え用
の新しい設定が考慮されます。

2. セッションが eMPSとマークされるまで、自己過負荷とピア過負荷の従来の動作
が、新しく設定された eARP値について続行されます。

2. 新しいセッションの場合：

1. 新しい設定はシームレスに反映されます。

•セッションリカバリと ICSRにより、セッションの eMPS状態が回復されます。

• Government IndustryRequirements（GIR）ドキュメントに従って、eMPSマーキングはP-GW
EUTRANおよび S4-SGSN PDNに対してのみ行われます。

制限事項

この機能には次の既知の制限事項があります。

•セッションが eMPSとマークされている場合、そのセッションは非 eMPSセッションにダ
ウングレードされた後も、GTP自己過負荷の状況下で GTPスロットリングから除外され
たままになります。

•セッションで、内部障害によりセッションを非 eMPSから eMPSにアップグレードできる
ベアラー更新要求またはベアラー作成要求に失敗すると、対応する CCR-Uが優先されな
い場合があります。

eMPSの Gxサポートの設定
ここでは、この機能をサポートするために使用可能な CLIコマンドについて説明します。
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eMPSプロファイルの設定
次のコマンドを使用して eMPSプロファイルを設定します。この eMPSプロファイルは、eMPS
ベアラーまたはセッションとしてベアラーまたはセッションを識別およびマークするために使

用されます。

configure
emps-profile emps_profile

earp earp_value earp_value

end

eMPSプロファイルの設定（eMPSベアラーまたはセッションとしてベアラーまたはセッショ
ンを識別するために使用される eMPSARPの設定）、および eMPS統計に関連する補足情報に
ついては、『P-GW Administration Guide』または『SAEGW Administration Guide』の「VoLTE/緊

急コールの拡張優先順位付け」の章を参照してください。

重要

eMPSセッションの Gx優先順位付けの有効化
セッションの eMPS状態に基づく Gxメッセージの優先順位付けを有効にするには、ポリシー
制御コンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

configure
context context_name

ims-auth-service service_name

policy-control
[ no ] diameter session-prioritization
end

注：

•デフォルトでは、diameter session-prioritizationCLIコマンドは無効になっており、Gxメッ
セージは eMPS値に基づいて優先順位付けされません。

•以前に設定されている場合は、no diameter session-prioritization CLIコマンドを使用して
デフォルトの動作を設定します。

• diameter session-prioritization CLIは、eMPSプロファイルとともに、Gxが設定で有効に
なっている場合に有効になります。

GTP負荷の過負荷スロットリングにおける eMPSセッションの GTP優
先順位付けの有効化

GTPピア過負荷制御や自己保護の設定がシステムで有効になっている場合は、次の設定を使用
して、GTPシグナリングに関連する eMPSセッションの優先付けを行います。これらの設定で
は、ピア過負荷または自己保護の条件下でのスロットリングから eMPSセッションの GTPト
ラフィックを除外するオプションが提供されます。
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configure
emps-profile emps_profile_name

earp earp_value earp_value

end

configure
gtpc-overload-control-profile overload_profile

throttling-behavior earp earp_value earp_value exclude
self-protection-behavior earp earp_value earp_value exclude
end

注：

• emps-profile emps_profile_name：eMPSセッションの属性を定義するための eMPSプロファ
イルを設定します。emps_profile_nameは、1～ 63文字の文字列です。

• earp：最大 3つの eARPプライオリティレベル（PL）値を設定して、設定された eARPプ
ライオリティ値を持つセッションを eMPSセッションとしてマークできるようにします。
eMPSプロファイルでは、最大 3つの eARP値を設定できます。

•上記の設定に従って、いずれかの eARP値を持ついずれか 1つのベアラーとのセッション
が負荷の過負荷 GTPスロットリングから除外されます。

GTP-C過負荷制御スロットリングと自己保護の動作および設定の詳細に関する補足情報につい
ては、『P-GW Administration Guide』または『SAEGW Administration Guide』の「P-GW、SAEGW、

および S-GWにおける 3GPP R12のGTP-C負荷および過負荷制御のサポート」の章を参照して
ください。

eMPSプロファイルの設定（eMPSベアラーまたはセッションとしてベアラーまたはセッショ
ンを識別するために使用される eMPSARPの設定）、および eMPS統計に関連する補足情報に
ついては、『P-GW Administration Guide』または『SAEGW Administration Guide』の「VoLTE/緊

急コールの拡張優先順位付け」の章を参照してください。

Gx RLFスロットリングおよび Gxの最大未処理キューの設定の詳細については、『CLIコン

フィギュレーションガイド』を参照してください。

重要

eMPSの Gxサポートの設定の確認
ここでは、eMPSの Gxサポート設定を確認するための情報を提供します。

show configuration

このCLIコマンドの出力範囲が拡張され、次の新しいフィールドが表示されるようになりまし
た。

• diameter session-prioritization
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ユーザーが [support record]セクションを指定していない場合は、show configuration verbose

このCLIコマンドの出力範囲が拡張され、次の新しいフィールドが表示されるようになりまし
た。

• diameter session-prioritization

eMPSの Gxサポートのモニタリングと障害対応
ここでは、機能のモニタリングと障害対応に使用できる CLIコマンドについて説明します。

show ims-authorization policy-control statistics
このCLIコマンドを使用して、優先されるDRMPメッセージの数に関する統計を表示します。
出力例の一部を以下に示します。

show ims-authorization policy-control statistics

Rule Installation Failure:
Resource Limitation: 0 Unknown Bearer ID: 0
Invalid QCI: 0 Invalid ARP: 0
Bearer-Id in QoS: 0 Parse Error: 0
Invalid Redirect Address: 0 ADC Absent: 0
Incorrect Metering Method: 0 Incorrect Rating Group: 0
Incorrect Online AVP: 0 Incorrect Offline AVP: 0
Incorrect Flow Status: 0 Incorrect Usage Monitoring AVP:0
Incorrect Required Access Info:0 Incorrect Flow Description: 0
Incorrect Reporting Level: 0

DRMP Statistics:
RAR with P0 priority: 0 RAR with other priority: 2
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show ims-authorization policy-control statistics



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


